















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































5第 二 臨調 ・「行政改革」 と国家財政に)



























































































































































(注)① 要調整額は歳出),r*一対す る歳入の不足額 一}㎜ 一『"-1
②一般歳 出の伸び率は前年度比増
③1990年 度は 「1980年 代経1琳 【・会の展望 と指針」 による財政 「再建」達成 目標年度(詳 し くは
本文参照)
※ 試覧の前提条件
▽赤字国債(特 例国債)は85年 度 以降原則 として毎年度1兆800億 円ずつ均等に減 らす
。建設国債は横ば
い。
▽税収の伸 び率は舘GNP(国 民徽 産)平 均伸 び率6 .5%と し,そ れ に過去10年 の平均租税雌
値1.1(名 目成 長率1%に 対し,税 収はL%増 え る)を 掛け合わせたもの とし,90年 度 まで一定とす
る0
▽国債費は85年 度以降 大量償還 の始 まる赤字国債の借換債発行を前提に算出
〈資料〉 以Fの 図表は,特 記しないか ぎり,第101特 別国会に提 出された政 府予算案関係資料(大 部
分は税務経理協会 『税務法 令通達月報↓1984年3,4月 暑な らびに各商業新 聞に掲載)を 整
理 ・加筆等 して転載 した ものである。










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































商 経 論 叢 第20巻 第1号8
表21984年 度税制改正(減 税)の 大綱






















各22万 円→26万 円(59年 度 は25万3,000円)
・特別 人的控 除 の各3万 円引 き上げ
・市町 村民税の最 低税率 の引 き上げ2%→2.5%
[標準家庭では課税最低限158.4万 円→188・8万円(59年 度減 額(年 収500 )17・800円)〕
投資減税の上積み260億 円(エ ネルギー効率化投資促進,中























































































































































9第 二 臨調 ・「行政改 革」 と国家財政に)
表3一③ 所得税改正の内容(税 率構造の見直し)
現 行


















































































































































(注)野 党 の 修 正 要 求J,Yr¥...より,最 低 控 除























(注)ω この表は,給 与所得者について作成した も
のである。
{21給 与の収入金額に応 じて,そ れぞ_."定 の
社会保険料が控除 されている もの として計算
してある。
現行欄 の()内 は,改 正案 と同 じ水準の




































































































































































































































































































































































































表4一 ① 住 民税 の改正(人 的控除の引上げ)





































(注)(1}()内 の数値 は,ユ984年 度におけ る額 であるが,同 年度 に胴い
ては 「個人の住民税に係 る地方税法臨時特 例法」 に よ り右の額 にそれ
ぞれ7,000円 が加算 され ることになる。(2)以 上 のほか,給 与所得控除
引上げの効 果は,住 民税については11年 遅れの1985年 度から生 じ
る。








































































































(注)L1984年 度は現行 どお りの据 え置 き。
2.い わゆ る 「賦課制限」(本文参照)に ついては現 行80%か ら78%
へ 引下げ られた。
第.,......,..臨調 ・「行 政 改 革 」 乏 国 家 財 政 仁つ11
表4一③ 改正案による住民税(所 得割)の 課税最低限
家族 の構 成
区分 ～～一一一～ .

















昭 和60年 度 8701..1,15011,471
この表 は,給 与所 得者 について作成 した ものである。
L912
(注)(1} 。











()内 は,改 正案 と同 じ水準の社会保険料が控除 され てい るものとした場合
である。
鴇 灘 膿 蹴 岬 人の住賄 こ係嚇 税法の臨時鰍 こ関する法
よる1984年 度における住民税所 得割 の非課税限度額は ,独 身 者790千 円,夫 婦夫婦


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































②住民税(所 得割 り)の 軽減割合










(注)①,② 表 と も ゆ ラ リー一マ ン の 場 合 。
当 分 」 の 上 乗 ぜ 分 を 含 む 。














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































社 会保険 料は実際 の負担額に近 い金額で計算 した。
1977年 は近年で最後に減税が行 われた年。





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































商 経 論 叢 第20巻 第1号16




億円 主 な 内 容
増税 ・税率 引 ぎ上げ 基 本税率42%一 挙43.3%12年 の時限措置
中小企業税率30%一 一}31%14300
・増 収措置
増収 ▽延納 制度 の廃 止▽祉 会保険診療 報酬{の源 泉徴収 率5%一 う10%














































1◇ 夢昇 虹 ド潟 ∠鷺 錫 診姦2ン り
i◇ パ チ ン コ 機 のf,Fy・ 裏 部 品
◇凝 霧1魏 亨潟 橘毒}




◇全 自動 以外 の電 気洗濯機




普通 ・小型 ライ トバ ン
軽 ライ トバ ン
























法人住 民税均等割 りの引 き上げ2・5倍1000億 円
自動 車税15%軽 自動 車税10%各 引 き上げ1400億 円
(1-1.5'の 自家用 乗用車 は3万 円→3.45万 円)
石油税率引き上げ







・住 民税所得割 りの賦課制 度80%→78%
・給 与所得 者の確定 申告義務
「年収1000万 円超」一》「年収1500万1ヨ 超」
・公示制 度 「年 間所得1000万 円超 」→ 「納 税額1000万 円超」

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































物 品 名1改 正 案 陣 行
普 通 乗 用 車 等 23.0% 22.5%
小 型 乗 用 車 等 18.5 17.5
軽 乗 用 車 15.5 15.0°a
普 通 ・小 型 ラ イ トバ ン 10.5% IO.Oio
軽 ラ イ ト バ ン 5.5% 5.0/
自動 車 用 の 冷 房 装i置 18.5°o 17.5%





トラ ヅク(4ト ン超5ト ン以下)
















表9一 ① 増税後の マ イカー の年 間税負担
(1600cc車 の標準車 ・単位円)
日本自動車工業会試算
1買った年 瞳 額 陣 検の年 陣 瀬
物 品 税
自動車取得税
自 動 車 税
揮 発 油 税




























19第 二臨調 ・「4J政改 吊=」と国家財政鱒
.一 ② 酒類の増税額と小売価格
(単位=円)














































(注)新 し4・小売価格は・流通業 者が決めることになるが ,1円 単位は考え られないので,切 上げ
られ る可能性が強 い。
表10間 接消費税の種類
1個 別 消 費 税
皿 一 般 消 費 税
li
[
「大 型 間 接 税」'
「課 税 ベ ー ス の




1灘1瀦 臓帥 取引… と
▽製造者売上税(カ ナダ)
▽卸売売 ヒ税(英 国 ・旧仕入れ税)


























































































































































































































































































































商 経 論 叢 第20巻 第1号20
(単位=億FD
83年 度(補 正後)















































































































砂 糖 消 費 税
揮 発 油 税










































































































































































































































































































































健 保 本 人
健保家族と国保
健 保 本 人
健保家族と国保
健 保 本 人
健保家族と国保








高 血圧で2日 間通 院
心筋 こ うそ く救急 セ ンター10日 間
入院




























































































































































































































































































































































































































































































































騒 嚇{馨 蕩離 度
対 象 者
中小企業従業員
























































(注)① 現在,被 用者保険本人にあ る初診料800円 と入院時 負担金1日50⑪ 円は全廃 。
②改正後 は被用者本人に も支払 い限度額 を適用。
③改正案は7月 施案の=予定 。
④本人負担は,1986年 か らは2U+1へ 引上 げ。
⑤ 高額医療費の自己負押限度額51,000円(月 額)か ら54,000円 に引上げ 。
1484年 度税制改正(法 人税)の 内容
普通法人の税率
中小法人の軽減税率





































(注)① ただし,こ の改正は2年 の時限措置である。










































































































































































































23第 二 臨調 ・「行政 改革」 と国家財政に9
衰15法 人住民税の改正






極 正案鞭 陣 行轍
75万 円130万 円
50万 円}20万 円
10万 円4万 円 ,
3万 円 ・万2千 圃
坊 円4千 剛
(2}市 町村 民税
1従業劃 改藤 繍 現行顯
資本親 灘 嘲 を超える法人{
野 の金額が10憶円轍50億 円以下である{
鍬 等の撫 臆 円を超え10億円以下である{
































(注)上 記 の税率は・いずれ も 「標準税率」であ る。「制限税率」については ,法 人の区分に応 じ,

































































































































































































































































































































商 経 論 叢 第20巻 第1号24
表16不 公平税制の是正による増収試算 (1983年 度分)
1所 得税関係
(1}利 子 ・配当所得課税の特例の廃止(総 合課税への移行)
② 配当税額控 除の廃IL
皿 法人税関係









































































































































































































































































































































































25第 二臨調 ・「行政改革」 と国家財政(コ
表171984年 度 の税制改正 に よる増減 収見込額 (単位:億 円)
改 正 事 項1平 年 劇 初 年 度
1所 得税減税
(1)人 的控除等の引上げ D5,770 D6,620
② 給与所得控除の拡充 △1,710 △1,990
(3)税 率構造の見直 し DSO 310
小 計 D7,300 08,300




の贈 与の特例 △110 △100
② 投資促進税制等 -.11 0520
計 △710 X620
合 計1△8,36・ △9,32・
3法 人税の税率引 、ヒげ 3,920 4,300
4酒 税の税率引上げ 3,51Q 3,200
5物 品税の税率引上げ等 56a 350
計 7,990 7,850
6そ の 他
α1法 人税の延納制度の廃止 一一 ?00
(2)法 人税の欠損金の繰戻還付制度の適用停止 .ri 600




















































































































































































































































商 経 論 叢 第20巻 第1号26
表18税 制改正による地方税改正増減収見込額 臆 円)
ξ
改 正 事 項
1984年 度(初 年度)











4自 動 車 税
税 率 の 調 整
r軽 自 動 車 税
















































































上掲 の数値 は今後精査の結果,異 動することがあ る。
住民税 の減税規模は,1984年 度3,642億 円,1985年 度3,072億 円であ る。





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































28商 経 論 叢 第20巻 第1号
(単位:百 万円)表191984年 度一般会計歳入歳出予算
184年臨 鞭 博 騨 携劉 断 麟
【歳 入】
租 税 及 び 印 紙 収 入 34,596,000 32,315,000 7.1
そ の 他 収 入 3,351,214 4,717,898 △29.0
公 債 金 12,680,000 13,345,000 05.0
特 例(赤 字)国 債 6,455,000
一 一
建 設(第 四 条)国 債 6,225,000
… 一
前 年 度 剰 余 金 受 入
『 1,705 一
合 計 54,627,214 50,379,603 0.5
【歳 出】
国 債 費 9,155,073 8,1.92,460 X1.7
地 方 交 付 税 交 付 金 8,886,400 7,315,144 21.5
一 般 歳 出 32.5$5,741 32,619,506 △0.1
計 50,s27,X14 48,127,110 5.2
1981年 度決算不足補てん繰戻 一 2,252,493 一










表20一 般会計等 の推移(対 前年度伸び率,%)
「而〉〈 讐 」78





















一 般 会 計
うち一 般 歳 出
財政投融資計画
地 方 財 政 計 画




















































































































































































































































































恩 給 関 係 費
地方財政関 係 費
防 衛 関 係 費
公共事業関 係 費
経 済 協 力 費
中小企業対 策費
エネルギー対策費








恩 給 関 係 費
地 方財政 関係 費
防 衛 関 係 費
公 共事業 関係 費
経 済 協 力 費
中小企業 対策 費
エネルギー対策費























































































































































































②78.79年 度の 「公共事業等 予備費」 は 「予備費」に含めた。
商 経 論 叢 第20巻 第1号30
表221984年 度一般会計 歳 出予算(主 要経費別内訳)
(単位:百 万円)





































































































国 債 費 9,155,073 8,192,X641 11.7
(恩給関係費)
文 官 等 恩 給 費
旧 軍 人 遺 族 等 恩 給 費




地 方 交 付 税 交 付 金
臨 時 地 方 特 例 交 付 金































防 衛 関 係 劃 2,934,645 6.6
(公共事業関係費)
治 山 治 水 対 策 事 業 費
道 路 整 備 事 業 費
港 湾 漁 港空港 整備 事業 費SG













31第 二臨調 ・「行政改革」 と国家財政仁コ
184年 臨 顯 前年度予算額




















































経 済 協 力 劃
中 小 企 業 対 策 費{
エ ネ ル ギ ー 対 策 費
食 糧 管 理 費1
そ の 他 の 事 項 経 費
ItiJ備 費
合 計






































防 衛 関 係 費















































































































































































































































表24×56中 業」 におけ る正 面装備 と価額
84











































































































































































































































































1951～60年 度 の10年 間
1961～67年 度 の7年 間
1968～71年 度 の4年 間
1972～77年 度 の6年 間




「第一 次石 油シ ョック」後
「第二 次石 油シ ョック」後














































































































































































































































































































































商 経 論 叢 第20巻 第1}334
表2684年 度 財政投融資機 関別分類
(単位:億 円)
住 宅 金 融 公 庫
年 金 福 祉 事 業 団
住宅 ・都市整備公団
道 路 四 公 団
うち日本道路公団
本四連 絡橋 公 団
日 本 国 有 鉄 道
日本 鉄道建設公 國
中小企業金融三機関
日 本 開 発 銀 行



































工 事 経 費
う ち 東 北 新 幹 線
建 設 費
普 通 貸 付 規 模国民公 庫
(除く経営改善資金)
中 小 公 庫
商 工 中 金
貸 付 規 模
貸 付 規 模
出 融 資 規 模
貸 付 規 模
地 方 債 計 画























































































































































































































































































































35第 二臨 調 ・ 「行政改革」 と国家財政に)





































































































































































































































































































産 業 投 資 特 別 会 計
資 金 運 用 部 資 金
郵 便 貯 金
厚 生 年 金 ・国 民 年 金
回 収 金 等




(注)上 記原資見込み額 を財政投融資計画に211,Ire;円 ,国




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日本 イギリス フランス アメリカ 西 ドイツ
資料出所:行 政管理庁 「行管白書」(1983.1)
(注)① 行政職員には,國 家公務員,地 方公務員,政 府
企業職員を含む。
0


















































































































































































































































































第6次 計 画 ベー ス(57～61年 度)
合 計










(注){D第1～6次 分は,昭 和42年 制定 の 「総定員法(ロ ←
画削減)」に もとつ く実績であ り,第6次 計画 一ミー
スは,第 二臨調答 申に よる 「5力 年5°ro削 減」に
もとつ く計画。 その内訳は非現業27,lfig人,五 現
業17,707人 。
② 第6次(57年}鋤 には,沖 縄県におかれ る国の
行政機関で実施 された削減 数65人 を含む。
(資料)前 出 『行管白書』(第2回 目,,83.1),89頁 。



































































































































































































資料出所1総 理府統甜局 「労働 力調査」
(注)半 失業者:全 産業における週15時 間未満就労 ・労働 爵。実質的に失業状態 と見 るべ きである。
39第 二臨調 ・ 「行政改革」 と国家財政に)
表31雇 用(失 業)保 険制度の改悪









































給付金の額 50日 分 100日 分 120日 分 150日 分
(3)再 就職手当(再 就職時に支給残 日数が半分以上の場合支給)
















































































































































































商 経 論 叢 第20巻 第1号40
表32公 的年金制度の改悪
1現 在 の 制 度1改 定齢 緯4月 ・日実方宙




保 険 料 厚生年金 ・賃金の10.6%(男 子)(共
済年 金10.3%～15%)
厚生年 金 ・24%程 度へ の引上げ
を 目標 に60年10月1
日か ら 「12.4%」,
国 民 年 金 ・1人 月5,830円 女子 は9.2%が11.3
%に な る(共 済年 金
も右へならえ)
国民年金 ・13,000円 程 度 を 目標
に61年4月1目 か ら
「1人 月6,800円 」へ
(要す るに基 礎年 金
の保険料 となる)
老齢年金額 (40年保険料を払 った人 の平 均的年 厚生年金 ・基礎年金5万 円
月額) +(報 酬比例)7万 円
厚生年 金 ・約17万 円(単 身者)
=12万 円









老 齢 年 金
支 給 年 齢




国民年 金 ・65歳(60歳 か ら減額 年金) け存属)当 面15年 かけて女子の
55歳 を60歳 にす る。








資料:総 評生活局調査(「 総評新 聞」'84.3.9)
(注)政 府は'84.2.24の 閣議で 「年金制度改正案」の国会提出を決定。表 にみ られ るとお り,こ
れLrvよ って年金水準は30%以 上 ダ』ウン,保 険料は2～3倍 引上げ資 格期間 もすべ て25年 に引上
げ られ る。障害年金で一定 の改善がみ られ るのみで,他 はいずれ も改悪の内容 とな ってい る。
第二臨調 ・「行政改革Jと 国家財政口41
表33社 会保障給付費の国際比較
































































注:各 国 貨 幣 の 円 換 算 は 東 京 銀 行 調 べ(r社 会 保 障 年 鑑 』'58年 版 付 表)に よ り算 出 。
資 料:総 理 府r社 会 保 障 統 計 年 報 』'58年 版 。LL.O.,TheCostofSocialSecurity,1975-一 一77.
表34社 会保障関係費の推移
(単位1%)
























































































生 活 保 護 費
社 会 福 祉 費
社 会 保 険 費
保健衛生対策
費












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































44商 経 論 叢 第20巻 第1号
表35地 方 公 務 員 の 総 数 と増 減
(1983年4月1日 現在,△ は マイナス)






































(注)1.総 数には1年 以上勤 務 した臨時職 員を含む。
2.絶 対数は,対 前年6,835人,o.Zr増 加してい るものの,増 加数ならびに率 ともに19
74年 に調査を始 めて以来最低。特に統廃合,欠 員不補充,民 間移託など 「滅量 ・合理







































































































































































































































































































































































































































































































































































維 持 補 修 費
投 資 的 経 費




















































































































































































(注)1.()内 は,構 成比で ある。
2.給 与費が77,78年 を ピー クに して,f申 び率,構 成比 ともに低 ド傾向にあること,補
助金が福祉,生 活,教 育 を中心に一般行政,投 資的経費 ともに8年 以降低 下傾向にあ
ること,地 方債依存 も依然10%台 を維持 してい ること(緊 縮 予算 ドでは実質増大),
公債費が着実に増加 していること,地 方債残高 も一般 会計分 のみで も84年 度で約41兆
円に達 していること一 これ らの指標に よって も地方財政危機 と 「行革 ・合理化」 の








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































だ し1カ 月限 り)
改 正 後









1▽ サラリーマソ嫁 族梱 民蘇 加
i入 者 では1ヵ 月5万1000円 まで
I









▽低所得者 は3万 円 まで
}▽ 同一世帯 で1ヵ 月の医療費支払いが3万
1灘鮮 灘糊群}
1轍畿 翻 冒晶i





1な らない人の限度額は1万 円 まで 、
　 　
;▽ 限度額を超える分が保険者から返済されi
lる までの間・当座の 繍 医腋 の支払し・にi
、あてるため,保 険者が融資制度を実施てきi
iる よ うにす る! …1









491第 二 臨調 ・ 「行政改革」 と国家財政 に)
;ε豪副 線1　 嚇 は外来謝





























▽61年 度以 降,段 階的に基本的に政管健保
に移行
自己負担はサ ラ リーマ ンなみ(本 人は原則
1割 。家族は外来3割,入 院2割)











〈注〉▽低所儲 とは・市町村民税力wかか っていなか った り,生 活












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































勤 寡 寡 老 特 障
拳夫婦羅 喜
鍵 控蟷 控


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1.不 公 平税制 の是正等
























予算規模は政 府案 よ り4,381億 円増 となる。
修正主要項 目は8大 項 目である。
修正額は,歳 入1兆3,901億 円,歳 出9,185億 円である。
































































































































































_陣 行1改 正 剰 政 府 案







所 得 区 分
現 矧 改 正 剰 政 府 案





















































商 経 論 叢 第20巻 第1号68
表3課 税最低限度額(所 得税)


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































改 正 剰 政府 案

















































商 経 論 叢 第20巻 第1号72
共同修正要求による歳入歳出増減表
1.歳 入 (単位=億 円)






























(1)基 礎,配 偶 者,扶 養 三
控除 の1万 円引 き上げ(1,800〈L600>)
② 最 低税率10%の 据}
置 き等(1,700〈1,500>)
③ 給 与所得控 除の最低
控 除額 の5万 円引 き上げ(500〈400>)
㈲ 障害者控 除な ど特別






































卜憂一ロ 14,Z4s 計 4,146
